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AbslrLlc[ 
Before r{Idiottctive benll7s bccLlll]e ilvili]ab]e, our kllolyv]ed*,_oe ol] nuc]ei vvils lill]iled only to those illoll*',_' the lj-
slabilily line. This sltuLition has been drilstically chan*'*'ed during the pasl lwo dectldes. Since rhe eLlrly 80's. the 
spectroscopic p]'operties t'or light neutron rich nuclei have by now been extensively inves'tigated at rndioactive 
nuclea]' beauTl t'acilities e.*'_., ttl GANIL. MSU tlnd RIKEN. These availability ot~ r~tdioactive beam~~ and developments 
of experimental techniques have made the stLLdy ot' unstable nuclei one of the ma.jor lopics in current nucleitr pllysics. 
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 論文審査の結果の要旨
 今日,安定線から離れた不安定原子核の構造及び反応に関する研究が精力的に行われている。その結
 果,不安定核に特有な構造の存在が明らかになってきた。中性子ドリップライン(存在限界)近傍核に
 おける量構造(halo備造)の存在はその典型的な例である。本論文は,不安定原子核中の陽子および中
 性子の分布に注目した研究である。安定核では,陽子と中性子は,ほぼ同じ分布をし,分布が球形から
 ずれる場合も,同一の変形パラメターで記述されるのが常である。しかし,陽子あるいは中性子が過剰
 になった不安定原子核においても,この特性が保たれるか否かは自明ではない。事実,陽子非弾性散乱
 の実験など幾つかの実験的研究は,中性子過剰核の一つである1℃同位体では,陽子分布と中性子分布が
 著しく異なる事を示唆している。・・方,分子動力学(AMD)計算は,陽子分布と中性子分布の対称軸が互
 いに直角になっていることを示唆している。本論文は,相対論的平均場理論(RMF)および非相対論的
 な平均場理論,所謂SkyrmeHartreeFock(SHF)理論,を用いて,安定および不安定な炭素同位体の構造を,
 特に,陽子分布と1・「■1性・了・分布の変形の違いに着目して系統的に調べた論文である。SHFの計算は,1℃の
 中では,中性子分布の変形度は陽子分布のそれに比べ有意に大きいこと,ともにprolate型に変形してい
 ること,その意味で,陽子分布は,安定核である1℃の場合とは異なること,両者の対称軸は平行である
 ことを示唆している。陽子の変形が1)rolateに転じること,対称軸の方向が中性子のそれと平行であるこ
 とは,先に報告されたAMD計算の結論とは異なるものである。一方,RMFの計算は,対相関が弱いと
 仮定した場合は,安定な変形を,しかし,対相関が大きいと仮定した場合は,静的な変形というより大
 きな変形の揺らぎを,また,いずれの場合も,変形は特に中性子において大きいこと,を示唆している。
 それら全ての結論は,本研究で初めて明らかにされたものであり,不安定原子核の構造および反応の研
 究にとって極めて重要な知見である。
 本論文では,更に,Mgなど他の元素の同位体における陽子と中性子分布の違いについても詳しい分析
 が行われている。
 本論文は,NyeinWinkLwinが自立して研究活動を行うに必要な高度な研究能力と学識を有している事
 を示している。従って,NyeinWillkLwin提出0)博士論文は,博士(理学)の学位論文として合格と認め
 る。
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